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問：①医業収益４億６千万円の収
入見込みについて、現在のくい

市民病院の状況では不可能と思

うが、考え方は。

②20年度において医師確保に

努めると何回も答弁しているが、

確保はできたのか。

③医師確保ができないとすれ

ば、病院運営が困難と考えるが、

診療所化する考えは。

④今後の市民病院の運営方針

を聞く。

答：①病院事業収益を５億１千８
百万円と見込み、その内、医業

収益を４億６千万円と見込んで

いる。これは、医師３名を前提

として積算している。

②医師確保は厳しい状況にあ

り、現時点では医師確保には至

っていない。

③④医師確保が最大の課題で

あるが、病院として北部地域の

医療確保の観点から公立世羅中

央病院との再編について協議・

検討を進めているところであり、

現時点において市民病院の医療

サ－ビスを変更する判断はして

いない。

問：①教育長は「受けてみたい三
原の教育」で、子ども達に三原

市民の一員であること、三原を

愛する気持をどのように意識付

けていくかということ、また市

民挙げて三原の教育を自分達で

創っていくんだということ等を

発言されているが、この内容に

ついて聞く。

②市教委は、小中学校及び幼

稚園、保育所の適正配置基本方

針を示し、原則として、同一中

学校区内の小学校の統合を計画

している。短期目標での実施年

度はいつなのか。

答：①市民の皆様のご協力を得な
がら、市民協働での「三原の教

育づくり」をすすめていく。も

うひとつの観点として「三原市

民の一員である」という意識を

醸成していく。これは、いわゆる

「帰属意識」と言われるもので、

その原点は家庭にあると思うが、

｢家族のために自分は何ができ

るのか｣そんな発想ができる子

ども達を育てていきたい。

②21年度に適正配置実施計画
を策定し３年以内を目標に取り

組む。

問：今、国も各地方自治体も全力
で、景気と雇用の回復に努めて

いる。本市だけが骨格予算ゆえ

に、公共事業費である普通建設

事業費の多くを６月定例会へと

持ち越すことは、行政や議会の

危機意識の欠如が問われないか。

一日も早く、例えば５月連休中

にでも臨時議会を招集し骨格予

算の名目のもと、外された新年

度分の予算を上程すべきだと考

えるがどうか。

答：骨格予算は、暫定予算のよう
に期限のあるものではなく、年

度当初から計上するにふさわし

い施策、例えば「発達障害者支

３月の定例会では、４・５日に総括質問が行われ、15人の議員が質問に立ちました。
その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
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援」「子宮がん検診の無料化」

「信頼される学校づくり関連事

業」などの新規事業は、通年予

算として計上している。骨格予

算として積み残された、対前年

度比10％程度の肉付け予算の執
行については、選挙後の政治日

程を見て、できるだけ早い機会

に提案し、可決後は速やかに予

算執行ができるよう、年度当初

から準備を進める。

問：義務教育は、人間育成教育の
基本中の基本である。その義務

教育の現場で発生する様々な問

題や対応を見るにつけ、教育現

場に対する教育委員会の明確な

教育指針や強いメッセ－ジが欠

けているのではないかと思う。

全市民に向け、また全ての教育

関係者に向けて、21年度の教育

長の所信を聞く。

答：義務教育は、個々の持つ能力
を最大限に伸ばしつつ、社会に

おいて自立的に生きていく力の

基礎を培い、また国家及び社会

の形成者として必要とされる基

本的な資質を養うことを目的と

して行われるものである。

次年度、皆様の協力を得なが

ら市民協働での「三原の教育づ

くり」を進めていく。具体的に

は「生きる力育成事業推進委員

会」を立ち上げ、望ましい子ど

も像等の具体内容さらに推進体

制を明らかにしていきたい。ま

た「三原教育の日」を創設し、

その前後で学校を公開したり

「教育フェスティバル」を開催す

るなど、取り組みの検証も行う。

問：整備計画の確定から15年、第
１工区がやっと竣工した。大き

く遅れたのは、県財政の悪化が

原因で、第２工区の着工が危ぶ

まれている。第２工区には、多

様な機能が期待されている。

「高潮対策」と「糸崎港線」の

完成である。現在、糸崎港線の

海上部分の代替の「県道」は狭

隘で、付近住民は交通量の増加

に悲鳴を上げている。

第２工区の推進をどう考えて

いるか。

答：第２工区は三原バイパスの移
転用地として、あるいは市営住

宅の建設用地とするなど都市再

開発用地として整備する計画で

あった。しかし現在、この計画

は現状との整合性が図りにくく

なっている。

「木原バイパス」のトンネル工

事などによる土砂を利用して、

第２工区の整備促進を図るプラ

ンは、資源の有効活用からも有

効な方法であると考えるので、

県と協議する。

問：個人の権利を言うあまり、個々
の市民のつながりや町内会の結

びつきが希薄となっている現在、

行政が改めて「向こう三軒両隣」

の災害時の有効性を認識した点

は評価できる。しかし、その中

身を見ると隣人の命が先か、書

類を作成するのが重要か、よく

解らないプランになっている。

複雑な手続きを避け、助け合う

精神を大切にすべきではないか。

答：このプランは、災害時に支援
を必要とする方のうち、名簿に

記載することに同意された方々

の名簿を、市と「個人情報保護」

について協定を締結された支援

団体に提供するものである。誰

が誰を避難支援するかを具体的

に定める「個別計画」を策定し、

平常時の避難訓練に活用してい

ただきたい。「助け合う人」に

ついては、それぞれの地域の実

情に合わせて選定し、｢防災｣に

ついて話し合うきっかけになれ

ばと考えている。
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問：ペアシティ東館跡地は、中心
市街地活性化のためには重要な

土地である。ライフコート社は、

商業ビルとマンション建設を昨

年春に着工予定していたが、景

気悪化のため延期している。

早期建設よりも、むしろ土地

売却を検討していると聞く。

あの土地が切り売りされ、駅

前にふさわしくない店舗等が建

設されるようなことがあっては

ならない。

価格等の諸条件が整うなら、

市が土地を取得してはどうか。

答：市としては、ライフコート社
など関係者の意向や土地利用の

動向をしっかり見極めながら、

その価格や緊急避難的な市の関

わり方など、議会の意向を前提

として、市民の皆さん、経済界

とも連携を図り、市の活性化や

将来のまちづくりにとって時機

を失しないように、場合によっ

ては、市が取得することも重要

な選択肢の一つである。

ただし、この場合の取得目的

は、将来の景気回復による民間

活力を前提とするものである。

問：平成19年度から三原城跡の濠
の北側・西側に公有化事業が行

われている。公有化後の整備は、

三原城跡保存整備委員会により

21年に整備計画がまとめられ

る予定であるが、教育委員会と

してはどのように考えているか。

また、天主台へ築城当時の姿

を復元できないか。さらに博物

館や歴史資料館があれば、より

歴史的遺産価値が増し、観光に

も一役買うと思うが、建設する

考えはないか。

答：整備計画の具体的な内容は、
今後、委員会で協議していくが、

基本的には濠の北側と西側の現

地発掘調査を行って結論を出す

予定。

昭和61年の整備構想や平成
15年の検討委員会提言では、こ
の場所を緑地公園化し、市民憩

いの広場とすることとされてお

り、この方針を尊重したい。

天主台の復元は、三原城絵図

や写真などの資料の収集・整理

を進め検討する。博物館や資料

館建設も今後の検討課題とする。

問：昨年12月に長期財政収支の見
通しの発表があり、税収の伸び

は０％、物件費は１％減少する

との予測だったが、新年度予算

案では税収は前年比4.3％減で、

物件費は逆に5.2％増（約47億

円が約50億円）となり、厳し

い予算編成となっているが、こ

の３ヶ月という短期間でなぜ差

異がでるのか。長期財政収支の

見通しが甘かったのではないか。

答：税収については「財政見通し」
で159億円を見込んでいたが、予
算案では1.9％減の156億円を計
上し、約３億円の減となってい

る。これは法人市民税が景気後

退の影響を大きく受け、「財政見

通し」より10％の１億５千万円
減となったこと、及び固定資産

税の家屋について、評価替えに

よる影響が見込みより大きく、

1.2％の9,300万円減となったこ
とが大きな要因である。物件費

は①緊急経済雇用対策費4,800
万円、②妊婦健診充実による増

額分５回→14回4,700万円、③
放課後児童クラブの委託料

5,000万円等が主な要因である。
それぞれ財政措置がされ、大き

な影響はないと考えている。

問：①当初の計画によると、平成
20年度に新庁舎建設基本構想を

策定し、23年度に用地を取得、

24～25年度に新庁舎を建設、26

年度で現庁舎を解体する予定だ

が、現状はどうか。

②用地取得予定先の帝人社長
三原城跡天主台跡
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